
３
月
最
終
日
曜
の
24
日
、

前
川
燿
男
練
馬
区
長
の
号
砲

の
も
と
、
練
馬
こ
ぶ
し
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
２
０
２
４
が
開

催
さ
れ
た
。

日
本
全
国
か
ら
参
加
し
た

ラ
ン
ナ
ー
た
ち
は
総
勢
約
５

０
０
０
人
。
気
温
は
７
・
５

度
の
曇
空
だ
っ
た
が
、
21
・

０
９
７
５
㌔
㍍
を
思
い
思
い

の
ペ
ー
ス
で
駆
け
抜
け
た
。

大
会
で
は
、
昨
年
に
引
き

続
き
谷
川
真
理
さ
ん
、
柏
原

竜
二
さ
ん
、
吉
田
香
織
さ
ん

と
順
天
堂
大
学
陸
上
競
技
部

５
名
が
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
と

し
て
参
加
し
た
。

沿
道
の
応
援
者
た
ち
は
、

日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
ス
ピ

ー
ト
に
驚
嘆
し
て
い
た
。

【
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
】

◇
男
子

優
勝
　
鶴
田
眞
大
　
１
時

間
７
分
58
秒

準
優
勝
　
佐
藤
皓
星
　
１

時
間
９
分
03
秒

３
位
　
川
市
哲
也
　
１
時

間
10
分
16
秒

◇
女
子

優
勝
　
遠
藤
知
佐
　
１
時

間
20
分
00
秒

準
優
勝
　
窪
田
怜
子
　
１

時
間
23
分
19
秒

３
位
　
小
泉
瑠
奈
　
１
時

間
23
分
33
秒

エ
ン
ト
リ
ー
数
　
５
３
１

７
人
　
当
日
出
走
者
数
　
４

６
７
２
人
　
出
走
率
　
87
・

９
％【

マ
イ
ル
ラ
ン
】

１
位
　
金
澤
龍
之
介
　
05

分
52
秒

２
位
　
長
門
勇
仁
　
05
分

58
秒３

位
　
下
稲
葉
耕
志
郎

06
分
37
秒

エ
ン
ト
リ
ー
数
　
３
７
９

組
７
５
８
人
　
当
日
出
走
者

数
　
３
４
９
組
６
９
８
人

出
走
率
　
92
・
１
％
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３
月
17
日
、
荒
川
河
川
敷

に
設
定
さ
れ
た
日
本
陸
連
公

認
・
世
界
陸
連
（
Ｗ
Ａ
）
認

証
コ
ー
ス
で
、「
２
０
２
４
板

橋
Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
マ
ラ
ソ
ン
」
が

開
催
さ
れ
た
。
今
大
会
か
ら

ワ
ー
ル
ド
コ
ン
ペ
デ
ィ
シ
ョ

ン
（
Ｗ
Ｒ
Ｋ
）
対
象
大
会
と

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
海
外

か
ら
の
ラ
ン
ナ
ー
も
参
加
し
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ

た
。
マ
ラ
ソ
ン
の
部
で
は
全

国
か
ら
約
１
万
人
の
ラ
ン
ナ

ー
が
集
い
、
陸
連
登
録
の
部

で
は
、
山
口
純
平
さ
ん
（
男

子
）、
本
間
未
来
さ
ん
（
女
子
）、

一
般
の
部
で
は
、
新
井
啓
示

さ
ん
（
男
子
）、
佐
藤
夏
実
さ

ん
（
女
子
）
が
各
部
門
で
１

位
ゴ
ー
ル
を
果
た
し
た
。
そ

の
他
に
も
、
サ
ブ
種
目
の
５

㌔
㍍
、
ジ
ュ
ニ
ア
（
３
㌔
㍍
）、

車
い
す
（
１
㌔
㍍
）
の
３
部

門
も
開
催
さ
れ
、
多
く
の

人
々
が
大
会
を
楽
し
ん
だ
。

【
マ
ラ
ソ
ン
の
部
記
録
】_

◇
陸
連
登
録
の
部

男
子
　
山
口
純
平
（
東
京

都
）
２
時
間
18
分
54
秒

女
子
　
本
間
未
来
（
山
形

県
）
２
時
間
44
分
41
秒

◇
一
般
の
部

男
子
　
新
井
啓
示
（
群
馬

県
）
２
時
間
32
分
41
秒

女
子
　
佐
藤
夏
実
（
神
奈

川
県
）
２
時
間
57
分
19
秒

【
サ
ブ
種
目
記
録
】_

◇
５
㌔
㍍
一
般

男
子
　
井
下
裕
貴
（
東
京

都
）
15
分
29
秒

女
子
　
田
邊
亮
子
（
千
葉

県
）
19
分
29
秒

◇
同
高
校
生

男
子
　
仲
野
直
樹
（
群
馬

県
）
18
分
26
秒

女
子
　
染
谷
優
菜
（
東
京

都
）
24
秒
19
秒

◇
ジ
ュ
ニ
ア
（
３
㌔
㍍
）

男
子
　
奥
澤
　
葉
（
栃
木

県
）
９
分
53
秒

女
子
　
水
野
伶
美
（
東
京

都
）

10
分
22
秒

車
い
す
の
表
彰
は
あ
り
ま

せ
ん
。

２
０
２
４
板
橋
Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
マ
ラ
ソ
ン
に
約
１
万
人
参
加

大
会
結
果



【
学
校
公
開
・
道
徳
授
業

地
区
公
開
講
座
】

２
月
10
日
（
土
）
の
学
校

公
開
で
は
、
特
別
の
教
科

道
徳
の
授
業
を
公
開
し
ま
し

た
。
今
年
度
は
、「
命
の
尊
さ
」

「
相
互
理
解
・
寛
容
」「
個
性

の
尊
重
」
に
つ
い
て
、
話
し

合
い
な
ど
を
通
し
て
考
え
を

深
め
ま
し
た
。

【
６
年
生
を
送
る
会
】

２
月

22
日
（
木
）
に
、

「
６
年
生
を
送
る
会
」
を
行
い

ま
し
た
。
昨
年
度
は
リ
モ
ー

ト
で
の
開
催
で
し
た
が
、
今

年
度
は
体
育
館
に
全
校
児
童

が
集
ま
っ
て
開
催
し
ま
し
た
。

下
級
生
は
、
６
年
生
の
た

め
に
一
生
懸
命
練
習
を
し
た

歌
や
ダ
ン
ス
・
群
読
な
ど
で

６
年
生
に
感
謝
の
思
い
を
伝

え
ま
し
た
。
下
級
生
の
姿
を

見
て
、
６
年
生
も
と
て
も
嬉

し
そ
う
な
様
子
で
し
た
。

６
年
生
は
、
合
奏
「
ル
パ

ン
三
世
の
テ
ー
マ
」
を
披
露

し
ま
し
た
。
６
年
生
の
見
事

な
演
奏
に
、
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

【
10
歳
の
集
い
】

４
年
生
は
２
月
10
日
に

「
10
歳
の
集
い
」
を
行
い
。

10
年
間
の
自
分
の
成
長
を
振

り
返
る
と
と
も
に
、
こ
こ
ま

で
育
て
て
も
ら
っ
た
家
族
へ

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
募
っ

た
言
葉
で
作
っ
た
呼
び
か
け
、

合
唱
「
ひ
と
つ
ぶ
の
い
の
ち
」、

10
歳
を
祝
っ
て
、
合
奏
「
八

木
節
」、
群
読
「
お
祭
り
」
を

発
表
し
ま
し
た
。「
10
歳
の

集
い
」
を
通
し
て
、
一
人
で

大
き
な
声
で
発
表
す
る
こ
と

や
、
根
気
強
く
練
習
す
る
こ

と
な
ど
、
４
年
生
の
今
の
自

分
の
成
長
を
実
感
で
き
た
人

が
た
く
さ
ん
い
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
高
学
年

に
向
け
て
、
学
校
生
活
を
よ

り
意
欲
的
に
過
ご
せ
る
よ
う

あ
と
一
ケ
月
指
導
を
続
け
て

ま
い
り
ま
す
。

【
代
表
委
員
会
よ
り
】

新
し
い
仲
間
を
迎
え
る

『
１
年
生
を
迎
え
る
会
』
や
、

各
ク
ラ
ス
の
工
夫
溢
れ
る
お

店
が
並
ぶ
『
秋
の
陽
ま
つ
り
』

な
ど
の
準
備
や
司
会
進
行
等
、

子
供
た
ち
が
一
体
と
な
っ
て

行
う
行
事
の
大
切
な
役
割
を

担
い
ま
す
。
行
事
に
向
け
て

全
校
児
童
が
同
じ
気
持
ち
に

な
る
よ
う
に
、
各
学
級
か
ら

思
い
を
募
っ
た
り
、
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
決
め
た
り
と
責
任
を

も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

12
月
に
行
っ
た
『
ユ
ニ
セ

フ
募
金
』
で
は
、
皆
さ
ん
に

た
く
さ
ん
ご
協
力
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
落
語
会
】

３
月
５
日
（
火
）
５
・
６

校
時
に
落
語
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
落
語
は
大
変
面
白
く
、

ま
た
落
語
の
技
術
を
教
わ
る

こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
披
露

し
て
く
だ
さ
っ
た
桂
三
四
郎

さ
ん
、
桂
減
太
さ
ん
、
大
変

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
参
観
く
だ
さ
っ
た
保
護

者
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

【
練
馬
区
生
徒
作
品
展
覧

会
】
出
品

◇
美
術
　
１
年
ス
ケ
ッ
チ

〜
愛
着
の
あ
る
も
の
〜
　
２

年
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン

３
年
デ
ッ
サ
ン
〜
15
歳
の
手

〜
　
各
12
名

◇
技
術
　
１
年
な
べ
し
き

２
年
本
箱
　
各
３
名
　
３

年
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
８
名

◇
家
庭
　
２
年
カ
ー
ゴ
パ

ン
ツ
11
名
　
３
年
動
物
ク
ッ

シ
ョ
ン
６
名

【
東
京
都
公
立
学
校
美
術

展
覧
会
】

展
示

◇
美
術
　
３
年
デ
ッ
サ
ン

〜
15
歳
の
手
〜
４
名

◇
技
術
　
３
年
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
１
名

◇
家
庭
　
２
年
カ
ー
ゴ
パ

ン
ツ
２
名

◇
書
写
　
３
年
１
名

【
卓
球
】

◇
練
馬
区
中
学
校
学
年
別

研
修
大
会
　
１
年
　
３
位
１

名
【
練
馬
区
教
育
委
員
会
児

童
生
徒
表
彰
】

◇
書
道
　
３
年
１
名

◇
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
　

１
年
１
名

◇
野
球
　
１
年
１
名

【
練
馬
区
児
童
生
徒
表
彰
】

◇
書
道
　
１
年
２
名

◇
少
林
寺
拳
法
　
１
年
１

名
◇
チ
ア
ダ
ン
ス
　
１
年
１

名
◇
百
人
一
首
　
２
年
１
名

◇
絵
画
　
３
年
１
名

◇
レ
ス
リ
ン
グ
　
３
年
１

名
【
佐
藤
大
清
記
念
中
学
生

絵
画
展
】

◇
入
選
　
３
年
１
名

【
卓
球
部
】

◇
練
馬
区
学
年
別
研
修
大

会
　
１
年
女
子
　
５
位
・
ベ

ス
ト
16
各
１
名
　
１
年
男
子

ベ
ス
ト
16
１
名
　
ベ
ス
ト

32
２
名
　
２
年
男
子
　
ベ
ス

ト
16
１
名

【
吹
奏
楽
部
】

◇
東
京
都
中
学
校
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
　
銀
賞

２
年
８
名

【
令
和
５
年
度
学
校
文
化

行
事
　
第
73
回
東
京
都
公
立

学
校
美
術
展
覧
会
】

出
展
　

◇
美
術
　
３
年
２
名

◇
技
術
　
２
年
１
名

◇
家
庭
　
３
年
２
名
　

学
習
や
活
動
・
活
躍

光
が
丘第

一
中
学
校

校
長
　
豊
田
　
貴
志

光
が
丘第

三
中
学
校

校
長
　
蓮
池
　
和
彦

光
が
丘

四
季
の
香
小
学
校

校
長
　
繁
田
　
幸
江

光
が
丘

春
の
風
小
学
校

校
長
　
内
木
　
勉

光
が
丘

秋
の
陽
小
学
校

校
長
　
関
根
　
幸
男

光
が
丘第

二
中
学
校

校
長
　
山
田
　
美
鈴

…
…
皆
さ
ん
は
、
友
達
と

い
う
と
誰
を
思
い
浮
か
べ
ま

す
か
。

多
く
の
友
達
を
浮
か
べ
る

人
も
い
れ
ば
、
一
人
の
友
達

を
思
い
浮
か
べ
る
人
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
は
、

「
友
達
」
と
言
う
と
…
一
人
思

い
浮
か
び
ま
す
。
な
か
な
か

会
え
ま
せ
ん
が
、
困
っ
た
こ

と
が
あ
る
と
な
ん
で
も
相
談

で
き
る
友
達
で
す
。
そ
の
友

達
と
い
る
と
ほ
っ
と
し
ま
す
。

そ
し
て
安
心
で
き
る
存
在
で

す
。こ

の
よ
う
に
友
達
と
友
達

の
間
で
生
ま
れ
る
気
持
ち
や

感
情
を
友
情
と
言
い
ま
す
。

こ
の
友
情
に
つ
い
て
先
人

は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま

す
。「

友
情
に
は
、
上
・
中
・

下
が
あ
る
。

下
の
友
情
は
、
物
や
お
金

だ
け
で
つ
な
が
っ
た
関
係
。

中
の
友
情
は
、
仲
が
よ
か

っ
た
り
、
世
話
を
し
た
り
す

る
関
係
。

そ
し
て
、

上
の
友
情
は
、
心
か
ら
相

手
の
こ
と
を
考
え
て
行
動
し
、

一
緒
に
成
長
で
き
る
関
係
。」

と
…
心
か
ら
相
手
の
こ
と

を
考
え
て
行
動
す
る
と
は
、

相
手
が
悪
い
こ
と
を
し
て
い

れ
ば
、
そ
れ
を
と
め
て
改
め

さ
せ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

古
い
言
葉
に
「
そ
の
人
を
知

る
に
は
、
そ
の
友
を
見
よ
」

と
あ
り
ま
す
。

そ
の
人
の
こ
と
が
わ
か
ら

な
い
と
き
は
、
付
き
合
っ
て

い
る
友
達
を
見
れ
ば
、
そ
の

人
の
こ
と
が
わ
か
る
と
い
う

言
葉
で
す
。

そ
れ
だ
け
友
達
と
は
大
切

な
存
在
で
す
。
皆
さ
ん
に
は
、

こ
の
夏
の
雲
小
学
校
で
「
上

の
友
情
」
で
結
ば
れ
た
友
達

を
作
っ
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
…
…

中
の
雛
鳥
が
生
ま
れ
出
よ
う

と
す
る
時
、
内
側
か
ら
殻
を

コ
ツ
コ
ツ
と
つ
つ
く
音
を

「

（
そ
つ
）」、
ち
ょ
う
ど
そ

の
時
、
親
鳥
が
外
側
か
ら
殻

を
か
み
破
る
こ
と
を
「
啄

（
た
く
）」
と
い
い
、
両
方
が

一
致
し
て
雛
が
生
ま
れ
る

「
機
を
得
て
両
者
相
応
じ
る
得

難
い
好
機
」
の
こ
と
を
「

啄
同
時
」
と
言
う
そ
う
で
す
。

親
鳥
が
「
啄
」
の
タ
イ
ミ

ン
グ
を
誤
る
と
、
中
の
雛
鳥

の
命
は
危
う
く
な
り
ま
す
。

早
く
て
も
い
け
な
い
、
遅
く

て
も
い
け
な
い
、
「

」
と

「
啄
」
は
「
同
時
」
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
こ
の

雛
鳥
と
親
鳥
の
関
係
は
、
子

供
と
保
護
者
・
教
師
の
関
係

に
も
当
て
は
ま
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

子
供
を
教
育
す
る
時
、
褒

め
た
り
、
叱
っ
た
り
す
る
こ

と
は
、
ど
ち
ら
も
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
タ
イ

ミ
ン
グ
を
逸
し
た
り
、
間
違

え
た
り
す
る
と
、
教
育
効
果

は
薄
く
、
返
っ
て
子
供
を
傷

つ
け
た
り
、
大
人
へ
の
不
信

感
を
募
ら
せ
た
り
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
子
供
は
、
褒

め
ら
れ
る
べ
き
時
に
褒
め
ら

れ
、
叱
れ
る
べ
き
時
に
叱
ら

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
長
し

ま
す
。
ま
さ
し
く
「

啄
同

時
」
が
大
切
な
の
で
す
。

私
た
ち
大
人
が
、
深
い
愛

情
を
も
っ
て
子
供
を
理
解
す

る
こ
と
に
努
め
、
適
切
な
指

導
を
す
る
時
、
指
導
さ
れ
る

側
と
指
導
す
る
側
の
気
持
ち

が
一
つ
に
な
り
、
子
供
は
確

実
な
成
長
を
遂
げ
て
い
き
ま

す
。
こ
れ
こ
そ
が
、「

」
と

「
啄
」
が
「
同
時
」
に
行
わ
れ

て
い
る
状
態
な
の
だ
と
思
い

ま
す
。

こ
の
時
、
保
護
者
と
教
師

の
「
啄
」
を
そ
ろ
え
る
こ
と

は
と
て
も
重
要
で
す
。
こ
れ

は
、
両
者
が
共
に
子
供
た
ち

の
豊
か
な
成
長
を
願
い
、
人

間
が
生
き
て
い
く
上
で
大
切

な
こ
と
を
ど
の
子
供
に
対
し

て
も
同
じ
よ
う
に
指
導
す
る

こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
結
局

こ
れ
が
、
一
人
一
人
の
子
供

の
幸
せ
に
つ
な
が
る
の
だ
と

私
は
思
い
ま
す
。
…
…

上

の

友

情

光
が
丘
夏
の
雲
小
学
校
　
校
長
　
宮
林
　
伸
之

「

啄
同
時
（
そ
っ
た
く

ど
う
じ
）」
こ
れ
は
私
が
北
町

西
小
学
校
長
時
代
、
練
馬
区

立
北
町
中
学
校
の
卒
業
式
に

出
席
し
て
い
た
と
き
に
、
当

時
の
赤
木
校
長
先
生
が
式
辞

と
し
て
話
さ
れ
て
い
た
言
葉

で
す
。

ご
存
知
の
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
卵
の

啄

同

時

光
が
丘
第
八
小
学
校
　
校
長
　
世
古
　
徳
浩

光が丘むらさき幼稚園　園長　篠原　直子

光が丘さくら幼稚園　園長　檀原　雅恵

 

 

 



▽
光
丘
　
若
井
清
孝
（
白

鴎
）▽

田
柄
　
茂
田
井
一
人

（
北
中
野
）

＊
　
　
＊
　
　
＊

▽
大
泉
学
園
桜
　
熊
倉
孝

充
（
光
が
丘
第
二
）

▽
旭
丘
　
新
田
由
理
（
練

馬
）▽

板
橋
第
三
　
掘
越
啓
祐

（
谷
原
）

▽
光
が
丘
夏
の
雲
　
鈴
木

雄
司
（
田
柄
）

▽
赤
塚
新
町
　
菊
池
　
真

（
第
三
松
江
）

▽
田
柄
　
川
邊
真
嗣
（
向

山
）

＊
　
　
＊
　
　
＊

▽
希
望
丘
　
尾
辻
起
代
美

（
田
柄
）

▽
田
柄
第
二
　
荻
野
靖
子

（
中
村
西
）

【
光
丘
】

▽
安
田
悠
一
（
新
宿
山
吹
）

▽
牛
島
一
寛
（
城
東
）

▽
箕
輪
太
一
（
大
山
）

【
田
柄
】

▽
山
崎
慎
介
（
葛
飾
総
合
）

▽
大
川
真
愛
（
蒲
田
）

▽
佐
々
木
桃
子
（
光
丘
）

▽
香
西
美
佐
（
稔
ヶ
丘
）

＊
　
　
＊
　
　
＊

▽
練
馬
工
科
　
荒
木
敦
史

（
練
馬
）

▽
神
代
　
佐
藤
　
勇
（
田

柄
）▽

駒
場
　
加
瀬
宏
行
（
光

丘
）▽

日
比
谷
　
佐
藤
龍
平

（
田
柄
）

▽
忍
岡
　
柏
木
信
幸
（
練

馬
）▽

三
田
　
寺
尾
武
之
（
光

丘
）▽

東
久
留
米
総
合
　
菊
田
　

晶
（
田
柄
）

▽
八
丈
　
江
刺
え
り
か

（
田
柄
）

【
光
が
丘
第
一
】

▽
桑
田
優
子
（
桜
川
）

▽
大
場
輝
彦
（
葛
美
）

【
光
が
丘
第
二
】

▽
井
原
顕
章
（
大
泉
学
園

桜
）【

光
が
丘
第
三
】

▽
太
田
昌
美
（
文
京
・
第

十
）▽

宮
岡
ち
ひ
ろ
（
石
神
井

東
）【

練
馬
】

▽
小
島
香
織
（
晴
海
）

▽
畑
　
陽
子
（
深
沢
）

【
練
馬
東
】

▽
中
尾
真
紀
（
大
泉
学
園

桜
）【

豊
渓
】

▽
巴
　
並
子
（
東
久
留

米
・
西
）

【
八
坂
】

▽
石
塚
芳
美
（
石
神
井
）

＊
　
　
＊
　
　
＊

▽
旭
丘
　
大
屋
　
剛
（
田

柄
）▽

豊
玉
第
二
　
阿
左
美

潤
（
八
坂
）

▽
貫
井
　
佐
渡
竜
也
（
練

馬
）▽

石
神
井
東
　
松
村
倫
子

（
光
が
丘
第
三
）

▽
新
宿
西
戸
山
　
小
野
寺

卓
博
（
練
馬
東
）

▽
吾
嬬
立
花
　
江
原
大
貴

（
練
馬
）

▽
中
野
・
第
七
　
大
坂
ふ

み
江
（
光
が
丘
第
三
）

▽
北
中
野
　
西
堀
夏
希

（
豊
渓
）

▽
緑
野
　
宮
木
重
明
（
谷

原
）▽

松
江
第
二
　
永
井
雄
太

（
練
馬
東
）

▽
武
蔵
野
・
第
三
　
野
崎

美
音
（
光
が
丘
第
一
）

▽
東
久
留
米
・
大
門
　
阿

竹
健
輔
（
光
が
丘
第
三
）

【
光
が
丘
四
季
の
香
】

▽
石
塚
さ
や
か
（
谷
原
）

▽
田
中
伊
久
美
（
開
進
第

四
中
）

▽
永
井
幸
重
（
三
鷹
・
第

二
）▽

酒
井
博
子
（
東
久
留

米
・
第
六
）

【
光
が
丘
春
の
風
】

▽
山
内
瑤
子
（
千
駄
ヶ
谷
）

▽
須
貝
温
子
（
上
鷺
宮
）

▽
湯
之
上
　
智
（
石
神
井
）

【
光
が
丘
夏
の
雲
】

▽
濱
　
美
恵
（
石
神
井
東
）

▽
新
倉
千
瑛
（
大
泉
第
三
）

【
光
が
丘
秋
の
陽
】

▽
村
瀬
　
史
（
光
が
丘
第

八
）▽

浅
羽
し
の
ぶ
（
豊
玉
南
）

【
光
が
丘
第
八
】

▽
廣
瀬
里
佳
（
碧
山
）

【
赤
塚
新
町
】

▽
大
口
　
梓
（
中
台
）

【
田
柄
】

▽
田
中
未
央
（
清
瀬
第
十
）

▽
船
津
亜
沙
実
（
栄
）

▽
青
木
智
彩
歌
（
母
島
）

【
練
馬
】

▽
谷
生
知
子
（
朋
友
）

【
高
松
】

▽
植
田
　
聡
（
城
南
）

▽
月
沢
加
奈
子
（
千
駄
ヶ

谷
）

【
豊
溪
】

▽
土
田
翔
之
（
中
原
）

【
旭
町
】

▽
西
谷
め
ぐ
み
（
高
松
）

【
成
増
】

▽
内
藤
真
裕
美
（
板
橋
第

十
）

＊
　
　
＊
　
　
＊

▽
仲
町
　
梅
津
和
子
（
旭

町
）▽

仲
町
　
櫻
田
直
幸
（
旭

町
）▽

石
神
井
　
水
野
和
恵

（
光
が
丘
春
の
風
）

▽
仲
町
　
日
高
則
子
（
成

増
）▽

徳
丸
　
岩
田
　
諭
（
成

増
）▽

高
島
平
第
三
　
岩
崎

結
（
成
増
）

▽
常
磐
松
　
坂
井
恵
美

（
田
柄
）

▽
上
鷺
宮
　
清
水
裕
子

（
田
柄
第
二
）

▽
明
正
　
安
田
大
吾
（
光

が
丘
秋
の
陽
）

▽
杉
並
第
六
　
田
中
亜
美

（
光
が
丘
春
の
風
）

▽
小
平
第
六
　
熊
沢
夏
美

（
練
馬
）

▽
小
平
第
十
四
　
稲
葉
真

喜
（
光
が
丘
夏
の
雲
）

▽
日
野
第
一
　
加
賀
美

梢
（
練
馬
）

▽
な
で
し
こ
　
牧
野
裕
子

（
光
が
丘
秋
の
陽
）

【
練
馬
】

▽
高
瀬
由
美
（
東
村
山
西
）

▽
林
　
大
輔
（
石
神
井
）

【
光
丘
】

▽
石
田
　
充
（
田
無
工
科
）

【
田
柄
】

▽
上
野
洋
平
（
大
泉
桜
）

▽
清
水
貴
大
（
鷺
宮
）

＊
　
　
＊
　
　
＊

▽
飛
鳥
　
広
崎
純
子
（
光

丘
）

▽
千
早
　
大
塚
道
信
（
光

丘
）▽

富
士
森
　
馬
場
里
華

（
練
馬
）

▽
橘
　
門
間
隆
弘
（
練
馬
）

▽
小
山
台
　
志
波
勇
太
郎

（
田
柄
）

▽
三
鷹
中
等
教
育
学
校

佐
藤
桜
菜
（
田
柄
）

【
光
が
丘
第
二
】

▽
小
島
大
生
（
谷
原
）

【
光
が
丘
第
三
】

▽
中
西
　
絢
（
多
摩
）

▽
栗
飯
原
理
沙
（
谷
中
）

【
田
柄
】

▽
佐
々
木
勇
暉
（
目
黒
・

第
十
中
）

【
練
馬
東
】

▽
成
田
貴
子
（
北
町
）

▽
高
　
遼
太
郎
（
小
松
川

第
二
）

【
谷
原
】

▽
高
島
ひ
ろ
み
（
清
瀬
）

▽
池
上
砂
恵
子
（
綾
瀬
第

三
）▽

福
田
和
志
（
臨
海
青
海

特
別
支
援
）

▽
高
井
誓
人
（
荒
川
・
第

五
）▽

塩
村
有
香
（
荒
川
・
第

五
）▽

平
林
鴻
佑
（
中
野
）

【
豊
渓
】

▽
山
崎
美
寿
羽
（
東
久
留

米
・
中
央
）

【
八
坂
】

▽
高
橋
直
也
（
篠
崎
第
二
）

＊
　
　
＊
　
　
＊

▽
豊
玉
第
二
　
木
村
景
子

（
練
馬
）

▽
上
石
神
井
　
中
井
泰
子

（
八
坂
）

▽
第
二
砂
町
　
岩
瀬
拓
磨

（
練
馬
東
）

▽
天
沼
　
繁
永
麻
心
（
谷

原
）▽

足
立
・
第
一
　
佐
藤
桃

華
（
八
坂
）

▽
足
立
・
十
四
中
　
塩
澤

大
二
郎
（
谷
原
）

▽
東
島
根
　
三
輪
瑠
乃

（
練
馬
東
）

▽
西
新
井
　
岡
崎
慶
輔

（
練
馬
）

▽
瑞
江
第
三
　
須
藤
美
穂

（
田
柄
）

▽
八
王
子
・
第
七
　
酒
井
　

学
（
豊
渓
）

▽
上
水
　
木
幡
彩
佳
（
八

坂
）▽

東
村
山
第
三
荻
山
分
校

佐
藤
雅
彦
（
光
が
丘
第
二
）

▽
東
大
和
・
第
一
　
相
澤

雄
介
（
光
が
丘
第
三
）

▽
大
島
・
第
三
　
森
田
直

樹
（
田
柄
）

▽
九
段
小
学
校
　
大
村
美

葵
（
田
柄
）

▽
日
野
学
園
　
佐
藤
紘
子

（
豊
溪
小
）

▽
荏
原
平
塚
学
園
　
武
尾

亮
佑
（
光
が
丘
第
三
）

【
光
が
丘
四
季
の
香
】

▽
黒
岩
あ
か
り
（
南
台
）

▽
川
崎
綾
音
（
新
町
）

【
光
が
丘
秋
の
陽
】

▽
木
口
祐
菜
（
向
台
）

▽
諸
橋
正
多
（
板
橋
第
四
）

【
光
が
丘
第
八
】

▽
阿
久
津
　
幽
（
豊
洲
）

▽
北
林
　
香
（
清
瀬
）

【
赤
塚
新
町
】

▽
大
岩
貴
博
（
船
堀
）

【
田
柄
第
二
】

▽
水
谷
　
碧
（
西
新
宿
）

【
練
馬
】

▽
荒
井
隆
二
（
越
中
島
）

▽
山
本
麻
里
（
佃
島
）

▽
篠
倉
彩
佳
（
清
瀬
第
七
）

【
豊
溪
】

▽
長
谷
川
志
穂
（
東
久
留

米
・
第
二
）

▽
下
平
祥
子
（
豊
玉
）

【
旭
町
】

▽
大
神
友
理
香
（
化
成
）

▽
福
井
雄
一
（
中
原
）

【
成
増
】

▽
長
屋
　
栞
（
尾
久
宮
前
）

▽
室
田
博
之
（
方
南
）

▽
山
田
泰
志
（
桜
川
中
）

＊
　
　
＊
　
　
＊

▽
寺
池
　
今
村
道
子
（
光

が
丘
秋
の
陽
）

▽
古
千
谷
　
成
田
汐
里

（
田
柄
第
二
）

▽
大
正
　
田
村
文
之
（
光

が
丘
春
の
風
）

▽
緑
　
満
井
裕
子
（
田
柄

第
二
）

▽
南
砂
　
大
宮
早
織
（
北

原
）▽

城
南
　
川
田
沙
羅
（
光

が
丘
第
八
）

▽
烏
森
　
長
友
絵
里
（
光

が
丘
夏
の
雲
）

▽
桃
園
第
二
　
碓
氷
麗
奈

（
光
が
丘
春
の
風
）

▽
江
原
　
磯
部
陽
採
子

（
成
増
）

▽
上
鷺
宮
　
大
城
瑞
希

（
光
が
丘
夏
の
雲
）

▽
済
美
　
並
木
　
司
（
光

が
丘
第
八
）

▽
八
王
子
・
第
七
　
福
田

未
来
（
光
が
丘
春
の
風
）

▽
大
沢
台
　
大
山
　
晋

（
光
が
丘
四
季
の
香
）

▽
東
久
留
米
・
第
三
　
田

中
亜
弓
（
光
が
丘
四
季
の
香
）

▽
東
久
留
米
・
第
十
　
遠

藤
由
花
（
成
増
）

▽
稲
城
第
六
　
高
橋
捺
那

（
成
増
）

▽
栄
　
國
枝
雅
恵
（
光
が

丘
四
季
の
香
）

前
八
坂
中
学
校

校
長
　
安
井
　
実

前
練
馬
小
学
校

校
長
　
関
根
　
信
人

▽
府
中
　
大
西
祐
輔
（
光

丘
）▽

田
柄
　
谷
　
信
彦
（
豊

玉
）

＊
　
　
＊
　
　
＊

▽
中
野
区
南
中
野
　
神
藤

陽
平
（
田
柄
）

▽
光
が
丘
夏
の
雲
　
中
井

一
雄
（
早
宮
）

＊
　
　
＊
　
　
＊

▽
春
日
　
市
村
　
大
（
光

が
丘
夏
の
雲
）

▽
光
が
丘
第
二
　
水
谷
実

岐
（
杉
並
・
松
ノ
木
）

▽
谷
原
　
鈴
木
裕
行
（
大

泉
西
）

▽
八
坂
　
代
市
利
光
（
荒

川
・
諏
訪
台
）

＊
　
　
＊
　
　
＊

▽
石
神
井
　
山
田
美
鈴

（
光
が
丘
第
二
）

▽
大
泉
　
大
槻
　
亮
（
谷

原
）

▽
光
が
丘
秋
の
陽
　
前
多

紀
子
（
国
分
寺
・
第
五
）

▽
練
馬
　
鈴
木
英
明
（
大

泉
学
園
緑
）

▽
豊
溪
　
関
　
祐
一
（
教

職
員
研
修
セ
ン
タ
ー
）

＊
　
　
＊
　
　
＊

▽
大
泉
第
二
　
関
根
幸
男

（
光
が
丘
秋
の
陽
）

▽
大
泉
第
四
　
岩
崎
広
明

（
豊
溪
）



３
月
24
日
（
日
）
練
馬
こ

ぶ
し
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
開
催

日
に
、
光
が
丘
公
園
け
や
き

広
場
で
、
光
が
丘
Ｉ
Ｍ
Ａ
が

飲
食
ブ
ー
ス
を
出
店
し
た
。

こ
れ
は
、
能
登
半
島
地
震

復
興
『
食
べ
て
応
援
！
』
と

し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ブ
ー
ス

で
、
売
上
金
の
全
額
を
日
本

赤
十
字
社
へ
寄
付
し
た
。

提
供
品
は
「
鯛
と
ホ
タ
テ

の
海
鮮
味
噌
鍋
」
１
杯
５
０

０
円
で
限
定
５
０
０
食
。
国

内
の
名
産
地
か
ら
旬
の
も
の

を
揃
え
、
栄
養
豊
富
で
健
康

的
な
鍋
。「
ピ
ェ
ン
ロ
ー
」
と

い
う
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
が
豊
富

な
干
し
椎
茸
の
出
汁
を
活
用

し
た
中
国
の
調
理
法
で
、
魚

介
の
旨
み
、
人
参
や
新
玉
ね

ぎ
の
甘
味
を
溶
け
込
ま
せ
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
レ
シ
ピ
に
仕
上

げ
て
い
た
。

マ
ラ
ソ
ン
完
走
後
の
ラ
ン

ナ
ー
達
や
来
場
者
に
大
好
評

で
、
た
ち
ま
ち
行
列
が
出
来
、

13
時
過
ぎ
に
は
完
売
し
た
。

「
節
」
と
い
う
と
竹
を
想

像
す
る
人
は
多
い
と
思
い
ま

す
。
一
本
の
竹
に
「
節
」
は

六
十
個
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
台
風
な
ど
の
強
風
に

さ
ら
さ
れ
た
地
域
で
、
大
き

な
幹
の
大
木
が
折
れ
て
倒
れ

て
い
る
隣
で
、
竹
は
曲
が
り

な
が
ら
も
折
れ
る
こ
と
な

く
、
立
ち
直
っ
て
い
く
映
像

を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

し
な
や
か
で
強
い
の
は
こ
の

「
節
」
に
秘
密
が
あ
る
そ
う

で
す
。

さ
て
、
私
は
非
常
勤
と
い

う
立
場
で
し
た
が
、
初
め
て

教
壇
に
立
っ
て
授
業
を
行

い
、
陸
上
競
技
部
の
顧
問
を

し
た
の
が
光
が
丘
に
あ
る
中

学
校
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
墨

田
区
、
葛
飾
区
と
勤
務
地
を

替
え
ま
し
た
が
、
平
成
十
九

年
に
練
馬
区
に
戻
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
副
校
長
と
し

て
着
任
し
た
の
が
光
が
丘
第

四
中
学
校
で
し
た
。
そ
し
て

令
和
五
年
四
月
、
校
長
と
し

て
田
柄
中
学
校
に
着
任
し
ま

し
た
。
思
い
返
す
と
、
社
会

人
と
な
っ
た
と
き
、
教
員
か

ら
副
校
長
に
な
っ
た
と
き
、

そ
し
て
校
長
に
な
っ
た
と
き

と
、
人
生
の
転
換
期
で
あ
る

「
節
目
」
を
田
柄
・
光
が
丘

と
い
う
土
地
で
過
ご
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
節
目
に

思
い
出
が
あ
り
、
そ
の
後
の

教
員
人
生
に
活
か
せ
る
経
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
自
信

を
付
け
た
場
所
で
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
中
で
も
、
光
が

丘
第
四
中
学
校
在
籍
時
に

は
、
閉
校
と
い
う
大
き
な
出

来
事
を
経
験
し
ま
し
た
。
生

徒
た
ち
や
保
護
者
の
皆
様
、

地
域
の
方
々
と
対
話
を
重
ね

た
こ
と
は
思
い
出
深
い
で

す
。
ま
た
、
地
域
の
中
の
学

校
の
存
在
と
い
う
も
の
を
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
他
に
も
様
々
な
こ
と
が

あ
り
、
決
し
て
順
風
満
帆
な

教
員
生
活
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
何
と
か
こ
こ
ま

で
続
け
て
く
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
人
生
の

「
節
目
節
目
」
を
こ
の
地
域

で
過
ご
し
、
様
々
な
経
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
中
で
強
く

な
れ
た
か
ら
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
田
柄
中
学
校
着
任
の

際
、
地
域
の
方
々
に
「
お
帰

り
な
さ
い
」
と
温
か
い
お
言

葉
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
こ

と
は
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
。

私
は
、
田
柄
中
学
校
長
と

い
う
襷
を
引
き
継
ぎ
ま
し

た
。
こ
の
伝
統
あ
る
襷
は
、

責
任
を
も
っ
て
次
の
ラ
ン
ナ

ー
（
校
長
）
に
引
き
継
が
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
時
に
は
逆

風
や
思
わ
ぬ
ア
ク
シ
デ
ン
ト

に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
自
分

に
与
え
ら
れ
た
区
間
を
し
っ

か
り
走
り
抜
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
・
フ
ッ
ト

ワ
ー
ク
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

を
教
職
員
の
合
言
葉
に
、
自

分
自
身
が
「
竹
」
の
よ
う
に

し
な
や
か
で
強
い
意
志
を
も

ち
、「
明
る
く
元
気
で
楽
し

い
学
校
」
づ
く
り
に
邁
進
し

て
い
く
こ
と
で
地
域
の
皆
様

に
恩
返
し
が
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

昭
和
42
年
練
馬
区
生
ま

れ
　
練
馬
区
在
住

-699-

田
柄
中
学
校
校
長

小
室
　
賢
一

「
節

目
」

椎茸トッピング入り 海鮮味噌鍋


